
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 目 標             ◎自ら考え、正しく行動する生徒 

『自主性に富み、心身共に健康で       ◎礼儀正しく、思いやりのある生徒 

      人間性豊かな生徒を育成する。』 ◎勤労を尊び、たくましく生きる生徒 

 

平成29年度 第２号 平成29年５月３０日発行  文責 植田 資世 

２ヶ月が過ぎて  

                                 校長 諏 訪   厚 

 

 早いもので新年度が始まって２ヶ月が過ぎようとしています。１年生もすっかり学校生活に慣れ、

授業でも積極的に質問が出たり、手が挙がったりする場面も数多く見られるようになりました。また、

部活動では基礎的な体力づくりを一生懸命に行い、先輩方に必死に追いつこうと努力しています。２

年生は、行動面でも成長し、落ち着きが見られるようになり、先輩としての風格も徐々に出てきまし

た。３年生は、最上級学年らしい態度で後輩たちをリードするとともに、最後の中体連に向け、全力で

部活動に取り組んでいます。 

 さて、４月下旬に修学旅行が行われました。出発の前日は低気圧の発達により猛烈な風の影響で臨

休となりましたが、当日は絶好の天候の中で実施することができました。旅行先は、東京方面でした。

自主研修は、生徒たちも楽しみにしていた行程の一つでもあり、事前に訪問場所を調べたり交通機関

をチェックしたりするなど、段取りを進めていました。２つの班に分かれ上野をスタートして電車や

徒歩で、国立科学博物館、アメ横、フジテレビ、国会議事堂などを見学し、集合場所の江戸東京博物館

に無事到着することができました。どちらの班も、初めて見たり行ったりした場所ばかりで感激して

いましたが、時間に遅れることもなく無事に戻ってくることが出来ました。３年生にとって、有意義で

もあり最高の思い出になったことは間違い無かったようです。 

 話は変わりますが、連休明けから実施されました「家庭訪問」はいかがでしたでしょうか。お子様の

成長の一助になるような話し合いをしていただけたでしょうか。学校では、人と人のふれあいを大切

にする中で、人を理解し他人を思いやる心を育てていきたいと考え様々な教育活動を計画しています。

日常の生活のことでも電話で連絡を簡単に済ませるのではなく、家庭訪問や懇談をできるだけ行いご

家庭に心を運びたいと思います。心配事や相談事がありましたら連絡をいただければと思います。各

家庭におかれましては、毎日の挨拶や親子の会話を大切にして、人間関係を豊かにする基礎を培って

欲しいと思います。 

 24 日（水）に第1回学校運営協議会が大滝小で開

催されました。本校からは校長・教頭・教務部長、そ

して委員としてＰＴＡ髙橋会長が出席しました。会議

では学校長より今年度の学校経営方針を説明し、その

承認を受けました。大滝の素晴らしさと少人数を生か

して、徹底した個への対応で丁寧に生徒を育てていき

たいとさらに心を引き締めました。また、伊達市教育

委員会からは今後の大滝区の学校の在り方について

のお話もありました。詳しくは別に便りが発行されま

すのでご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 木 中体連壮行会 17 土 中体連羽球大会 

２ 金 開校記念日 18 日 中体連羽球大会 

３ 土 西胆振中体連陸上 19 月 代表委員会 フッ化物洗口 

７ 水 フッ化物洗口 23 金 期末テスト前部活動停止（～27日） 

８ 木 部活動延長（18：00まで）～9日 25 日 通信陸上大会 

10 土 中体連羽球大会 26 月 学習タイム フッ化物洗口 

13 火 1年生わらしべ園訪問（総合的な学習の時間） 27 火 学習タイム 

14 水 職員会議 部活動延長～16日 フッ化物洗口 28 水 1 学期末テスト 

15 木 専門委員会    

           家庭学習講座が 

           ありました。家で 

           どのように学習 

           したらよいのか

を教科ごとに具

体的に説明する 

時間でした。事前に自らの課題を確認して 

から始めたのでうなづきながら聞く生徒 

もいました。この後ノート添削等で個別に 

対応していきます。 

 今年度、生徒減少に伴い 1，2 年生が複式学級となるなど学校として大きな変化の年を迎えました。職員数も

減り、生徒の負担等を考えると今まで通りの活動に工夫が必要になります。特に行事については大きな見直しを

迫られております。 

例えば体育祭については、生徒数が減っている以上出場者数も減るわけですし、競技間に休憩も必要になりま

す。チームに分かれて競い合うこともできません。そこで、今年からは体育授業の一環としての「陸上記録会」を

実施することといたしました。できる限り今までの種目を残し工夫しながら企画いたしました。 

次に学校祭です。こちらも生徒一人一人に係る負担は並大抵のものではありません。今まで通りにやるとする

と、「合唱を練習する」、「劇かよさこいのどちらかに取り組む」、「生徒会企画として学級の発表を創り上げる」、

「伝統の太鼓を覚え発表する」「総合的な学習の時間の発表」等、最低限これらを一人一人全員がこなさなければ

なりません。練習時間、準備時間も考えると大きな工夫、変化が必要です。そこで考えたのが小学校との合同開

催です。しかし、本校の学校祭については、ご存知の通り生徒たちにも保護者の皆様にも、職員にも「熱い思い」

があります。ＰＴＡ役員会での貴重なご意見もいただき、まずは生徒たちの気持ちを丁寧に聴き取り、その思い

を大切にしようと、全校生徒に二日間かけて話し合いをしてもらいました。その内容はすでに各学級通信でお知

らせしたところですが、それらを総合的に考え、今年度は単独で開催をするという結論に達しました。 

今回は保護者の方々に大変ご心配をおかけしましたが、今後も様々な点で「工夫」が必要になりますのでその都

度ご相談させていただきながら、生徒を第一に考え進めてまいります。ご理解とご協力のほどよろしくお願いい

たします。 

陸上記録会についてはプロ

グラムを後日各ご家庭に配布

する予定です。体育授業とし

ての実施となりましたので地

域の皆様に案内文書は出しま

せんが、下記日時となります

のでぜひ、応援をお願いいた

します。 

 

陸上記録会 7 月 7日（金） 
      10：30～14：20 

 

学校祭   9 月 16日（土） 

中学生のカバンが異常に

重いということで要望もいただ

いておりました。すぐに検討い

たしました。紛失やいたずらは

ないという絶対的な信頼関係

のもと、各教科ごとに置いて

いていいものを細かく設定し

軽量化を図ります。同時にも

のの管理について学ぶ機会

とも考えております。 

 昨年度に「いじめ防止基本方針」を見直し年度末に改訂いたしま

した。ホームページに掲載いたしますのでご覧ください。未然防止

の取り組みとして授業中に「協同学習」を取り入れるなど、緊張感

をもって取り組んでいきます。 


